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はじめに

　化学産業は、半導体など電子部品からパソコン、携帯電話といった情報通信機器・電気機

械、さらには自動車など多種多様な製品や産業に素材・原料を供給するとともに、プラスチッ

ク・医薬・化粧品・繊維・洗剤・塗料・農薬などの製品として幅広く使用され、人々の暮ら

しの向上や産業の発展に貢献しています。

　また、化学産業は、世界が直面している地球温暖化問題を解決する製品や技術の開発をは

じめ、２１世紀の重要な技術であるバイオテクノロジーやＩＴ技術の開発・発展において今後

も大いに貢献が期待され、豊かで快適な生活を実現するために欠くことのできない産業と言

えます。

　一般社団法人日本化学工業協会（日化協）は、化学品の製造・取り扱いおよびその関連事

業を行う約１７０の企業会員と約８０の団体会員（個別製品または製品群を扱う団体が主体）に

よって構成されています。「産業と社会の共生・共栄」の基本理念のもとで、健全なる業界

の発展・わが国の繁栄・国民生活の向上への貢献などを使命に掲げ、６０年以上にわたり精

力的に事業活動を続けてきています。

　また、世界各国の化学工業団体で構成されるＩＣＣＡ（国際化学工業協会協議会）の日本代

表メンバーとして、環境・化学品安全問題、地球温暖化対策など、世界の化学企業・工業会

に共通する諸課題の解決に自主的に取り組んでいます。

一般社団法人 日本化学工業協会役員
会長	 小林　喜光	 （㈱三菱ケミカルホールディングス　代表取締役社長）

副会長	 十倉　雅和	 （住友化学㈱　代表取締役社長・ＣＯＯ）

副会長	 石村　和彦	 （旭硝子㈱　代表取締役社長執行役員ＣＥＯ）

副会長	 中嶋　成博	 （富士フイルム㈱　代表取締役社長ＣＯＯ）

副会長	 菅原　公一	 （㈱カネカ　代表取締役会長）

理事	 浅野　敏雄	 （旭化成㈱　代表取締役社長）

理事	 竹下　道夫	 （宇部興産㈱　代表取締役社長）

理事	 澤田　道隆	 （花王㈱　代表取締役社長執行役員）

理事	 市川　秀夫	 （昭和電工㈱　代表取締役社長）

理事	 根岸　修史	 （積水化学工業㈱　代表取締役社長）

理事	 札場　　操	 （㈱ダイセル　代表取締役社長）

理事	 中西　義之	 （ＤＩＣ㈱　代表取締役社長執行役員）

理事	 𠮷髙　紳介	 （電気化学工業㈱　代表取締役社長）

理事	 宇田川憲一	 （東ソー㈱　代表取締役社長）

理事	 萬代　　晃	 （日本化薬㈱　代表取締役社長）

理事	 池田　全德	 （㈱日本触媒　代表取締役社長）

理事	 淡輪　　敏	 （三井化学㈱　代表取締役社長）

専務理事	 西出　徹雄	

常務理事	 井上　哲男	 【総務部長　広報部、化学製品ＰＬ相談センター管掌】

常務理事	 庄野　文章	 【国際業務部長	兼	ＲＥＡＣＨタスクフォース事務局長

	 	 	 化学品管理部、日本化学試験所認定機構試験所認定センター管掌】

常務理事	 春山　　豊	 【環境安全部長　レスポンシブル・ケア推進部、危険品貨物情報室管掌】

常務理事	 松本　芳彦	 【労働部、産業部、技術部管掌】

監事	 幸後　和壽	 （㈱トクヤマ　代表取締役社長執行役員）

監事	 倉井　敏磨	 （三菱ガス化学㈱　代表取締役社長）

【　】は業務執行理事の担当業務　　（2014年 7月 1日現在）
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日化協の概要

◆名　　称

	 一般社団法人　日本化学工業協会　（日化協）

	 Japan	Chemical	Industry	Association（JCIA）

◆設　　立

	 １９４８（昭和２３）年４月　日本化学工業協会　設立

	 １９９１（平成３）年６月　社団法人　日本化学工業協会に移行

	 ２０１１（平成２３）年４月　一般社団法人　日本化学工業協会に移行

◆目　　的

	 本会は、化学工業に関する生産、流通、消費などの調査・研究ならびに化学工業に関する技術、

	 労働、環境・化学品安全などに係わる諸課題の調査・研究ならびに対策の企画およびその推

	 進などを行うことにより、化学工業の健全な発展を図り、もってわが国経済の繁栄と国民生

	 活の向上に寄与することを目的とする。

◆事業活動

	 化学工業に関する；

	 １）生産、流通、消費者などの調査・研究

	 ２）技術、労働、環境・化学品安全などに係わる諸課題の調査・研究ならびに対策の企画

　　			およびその推進

	 ３）優れた技術開発業績、安全成績などに対する表彰

	 ４）情報の収集および提供、内外関係機関などとの交流および協力

	 ５）普及および啓発、研修会、セミナーなどの開催

	 ６）上記項目のほか、本会の目的を達成するために必要な事業

◆委 員 会

	 総合運営委員会	 審議委員会	 広報委員会	 国際活動委員会　　　経済・税制委員会

　労働委員会	 技術委員会	 環境安全委員会	 化学品管理委員会

　レスポンシブル・ケア委員会

◆事業年度

	 ４月１日から翌年３月３１日まで
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日化協事業計画・トピックス

１．化学産業を代表する活動

　個々の企業・団体・工業会では対応が難しい、業

界に共通する課題・グローバルな課題への取り組み

など、社会と会員のニーズに対して迅速な活動を

行っています。

（国内）

★	法制度、税制に関する当局への働きかけ（産業界

の意見要望、提言具申）

★	関係諸機関への建議・要望

★	審議会などへの委員派遣、推薦などによる働きか

け

★	政府・行政通達などの関係情報の会員への周知・

伝達

●最近の主な活動

１.		化学物質管理や環境、労働安全衛生関連規制の

見直しへの意見集約と具申

２.	地球温暖化対策における温室効果ガス削減活動、

各種審議会への意見具申

３.		税制改正に関する意見書提出

４.	政府のエネルギー・環境に関する戦略に対し意

見発表

５.	安環ネット、ＲＥＡＣＨネット、ＲＣネット、化学

品管理ネット、広報ネットなどの会員向け電子

メールサービス

（国際）

★	ＩＣＣＡを中心とした化学物質のリスク管理に関す

る国際的活動の推進、「エネルギーと気候変動」

（リーダー・議長国）に関する活動の推進、共同

自主研究事業の継続

★	各種国際会議への参加と意見表明、欧米など世界

の化学産業界との情報交換

★	環境・化学品安全関連の各種基準などに関する国

際調和活動

●最近の主な活動

１.		ＩＣＣＡ	ＧＰＳ(Global	Product	Strategy) をはじめと

する化学物質管理に係わるＩＣＣＡの自主活動へ

の対応

２.	ＩＣＣＡ	ＬＲＩイニシアティブ（Long-Range	Research	

Initiative：化学品の安全性に関する産業界によ

る長期自主研究）への参画

３.		ＩＣＣＡ	エネルギー政策と地球温暖化問題への対応

４.		ＳＡＩＣＭ（国際的な化学物質管理のための戦

略的アプローチ）	 への対応、ＧＨＳ(Globally	

Harmonized	System	of	Classification	&	Labelling	

of	Chemicals：化学品の分類および表示に関する

世界的調和システム）への対応

５.		欧州のＲＥＡＣＨ(Registration,	Evaluation,	Authorization	

and	Restriction	of	Chemicals)､およびＣＬＰ(Classification,	

Labelling	and	Packaging	Regulation)、ＢＰＲ（Biocidal	

Products	Regulation：バイオサイド規制）	への対

応

６.		化学物質管理に係わるＯＥＣＤ活動への参画

７.		ＡＰＥＣ化学ダイアローグ（ＡＰＥＣ官民対話プロ

グラム）、ＡＭＥＩＣＣへの参加

８.	化学品管理、レスポンシブル・ケアおよび保安

防災に関する技術や取り組みをパッケージ化し

たサステナビリティ・パッケージの策定とアジ

ア展開

９.	日中化学政策対話への参加

１０.	日韓化学産業会での対話促進

２．レスポンシブル・ケア活動の普及

　化学製品の全てのライフサイクルにおいて「環

境・安全・健康を確保する」ことを経営トップが自

ら宣誓し、自主的に設定した目標に基づいた改善を

行うとともにその成果を公表し、社会との対話・コ

ミュニケーションを行うレスポンシブル・ケア（以

下、ＲＣ）活動を積極的に推進しています。これま

で２００５年に制定されたＲＣ世界憲章に沿ってＲＣ活

動を推進してきました。２０１４年、ＲＣ世界憲章は世

界の化学産業が注力しているＧＰＳ等の活動を具体的

に記載するとともに、ステークホルダーに解りやす

い表現にする形で改訂されました。今後は、改訂さ

れたＲＣ世界憲章を指針として、ＲＣ活動の一層のレ

ベル向上と強化に取り組みます。

★情報開示とコミュニケーションの一層の促進

★ＲＣ活動の普及と公正・透明性の確保

●最近の主な活動

１.		会員交流会・勉強会の開催

２.		工場地域の住民との対話および一般消費者との

対話の推進、「日化協アニュアルレポート　資料

編」の発行および報告会の開催

３.	ＲＣ検証の実施によるＲＣ活動のレベル向上

４.		ＩＣＣＡとの連携により、アジアでのＲＣ活動普及

支援のためアジア太平洋レスポンシブル・ケア

機構を主導し、１年おきにＲＣ会議を開催すると

ともに専門家・講師を派遣

３．環境・保安防災・労働安全衛生に関する取り組み

　環境・保安防災・労働安全衛生に関する国内外の

諸問題について、最新動向の把握と周知、化学工業

事業計画

　日化協は、日本を代表する化学業界団体として、世界約５０ヵ国の化学工業団体で構成さ

れるＩＣＣＡ（国際化学工業協会協議会）に参画し、わが国あるいは世界の化学企業・工業会

に共通する諸課題に取り組んでいます。

　化学産業を取り巻く環境は、国内対応と同時に各国の諸団体との連携・情報交換を含めた

世界規模での総合的な対応が必要になってきています。日化協はこのような状況に対応し、協

会事業目標の達成と会員ニーズの充足に向けて右記の項目を重点課題として、総合運営委員会、

審議委員会および各種課題に対応する常設委員会などの活動を積極的に推進しています。

事業トピックス
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界の意見反映、ならびに関連する自主活動などを推

進しています。

★	関係情報の会員への周知と関係先への働きかけ、

調査・研究活動の促進

★	各種研修・教育活動の充実

●最近の主な活動

１.	保安事故防止ガイドライン活用のフォローアッ

プとガイドラインの見直し。保安防災・労働安

全衛生ベストプラクティス集の活用による関連

活動の強化支援

２.	自然への環境負荷、産業廃棄物等の排出状況把

握ならびに、それらの削減対策、自主的取り組

みの推進支援

３.	日化協独自の調査によるＶＯＣ（Volatile	Organic	

Compounds：揮発性有機化合物）、ＰＲＴＲ（化学

物質排出移動量届出制度）対象物質等の排出

データの調査、整理および自主的取り組みの推

進支援

４.	関係諸団体、機関と連携した危険物輸送に係る

法規・規制等国内外の動向に対する情報収集・

周知および業界としての適切な意見具申の実施

５.	労働安全衛生法の改正の動向把握とその周知徹

底。第１２次労働災害防止計画に基づく自主的な

労働災害防止対策の推進支援、日化協安全表彰

の実施

４．化学品安全に関する取り組み

　リスク管理をベースとしたサプライチェーン全体

でのリスク最小化に向けた国際レベルの取り組みに

対応し、諸活動を推進しています。また、化学品管

理に関する国内外の関連規制・制度動向の収集・解

析・情報提供、関係行政当局などへの政策提言を行

い、特にアジアを中心として整備が進められつつあ

る各国規制対応に関し、会員への支援を強化してい

ます。

★	情報の会員への周知と関係先への働きかけ、調査・

研究活動の促進

★	各種研修・教育活動の充実

●最近の主な活動

１.	プロダクトスチュワードシップに基づく自主活動

（ＧＰＳ/ＪＩＰＳ：Japan	Initiative	of	Product	Stewardship）

の推進・強化

２.	化学品管理に関する国内の関連規則 ( 化審法、

ＧＨＳなど ) の改正に向けた関係行政当局などへ

の対応

３.	世界各国の化学品管理規制の動向把握と会員へ

の情報発信および関係行政当局への意見具申

４.	課題解決型の日化協「新ＬＲＩ」の推進

５.	ユーザー業界のグリーン調達、サプライチェー

ンでの情報伝達に対する対応

５．広報・広聴活動、人材育成の推進

　国民が安心して化学製品を使用できるように、化

学物質の安全性に関する広報活動に力を入れるとと

もに、化学の啓発活動や人材育成支援などに取り組

んでいます。

★	社会とのコミュニケーションの円滑化、健全かつ

良好な関係づくり

★	産業界の環境・化学品安全、地球温暖化問題など

への取り組みの紹介およびリスク＆ベネフィット

の理解促進

★	化学産業への理解促進、化学の面白さ・楽しさを

より身近に感じてもらうための普及・啓発活動

●最近の主な活動

１.		消費者団体・関連省庁・メディアなどとの情報

交換実施、環境省主催「化学物質と環境に関す

る政策対話」への参加

２.		｢グラフでみる日本の化学工業｣などの刊行物・パ

ンフレットの発行、ウェブサイトによる情報提供

３.		「化学人材育成プログラム」による化学産業が大

学に求める人材ニーズに応える大学院専攻とそ

の学生への支援

４.		「夢 ･化学 –２１」キャンペーン事業の実施（夏休

み子ども化学実験ショー、地方開催実験教室・

教員セミナー、化学グランプリ、国際化学オリ

ンピックへの生徒派遣 )

５.	「化学の日」、「化学週間」を起点とした市民と化

学との接点の拡大

６．化学産業関連団体間のさらなる連携強化

　日本の化学業界団体の共通機能の統合、機能強化

を推進し、化学業界団体のさらなる連携強化を目指

しています。

★	化学産業界全体としての政策発言力、情報発信機

能の強化・拡大

★	化学業界団体のミッション・機能の整理、共通機

能の統合

●最近の主な活動

１.	低炭素社会実行計画、省エネルギー・環境技術

支援活動および地球温暖化対策広報活動の推進

２.		「化学業界団体広報連絡会」における情報共有、

教員向けセミナーの共同開催

● 保安事故防止、環境・化学品安全に係わる諸課題に対する国内外での取り組み強化

● エネルギー政策対応・地球温暖化対応のさらなる推進

● ＩＣＣＡ優先課題活動（エネルギーと気候変動、化学品政策と健康、レスポンシブル・ケア、

コミュニケーション）への対応

● 広報・広聴活動のさらなる充実　など
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日化協組織図

総　会

理　　事　　会

監　　　　事

総合運営委員会

審議委員会

広報委員会
・化学および化学産業に対する社会の信頼性・プレゼンスの向上を目指した広報活動
・「夢・化学 ‒ 21」事業を中心とした次世代青少年への化学の啓発、理解促進活動

国際活動委員会
・日本の化学産業を代表して化学産業の通商問題などグローバルな協力関係の推進
・海外の化学産業との交流促進

・内外情勢および化学工業の動向、企業組織法制度、規制緩和などの調査・研究の実施
・政省令・通達の調査、企業経営および企業競争力の改善のための税制調査など
・税制に関する化学業界の意見の取りまとめ

・化学工業に関わる生産技術・技術開発などに関する調査・研究・表彰など
・地球温暖化防止対策の推進、ICCAの重点課題（エネルギーと気候変動）に関連す
 る国際連携と国内対応の推進
・化学企業の多様なエネルギーに係る課題への対応に向けた情報収集・ 調査研究

・人事・労務制度に関わる諸問題・諸課題への適切な対応
・「化学工業労使懇談会」の開催などによる労使相互理解の一層の推進
・人事・労務の次代を担う優秀リーダー育成施策の企画・実施

・化学品管理に関わる国内外の法規制（化審法、REACHなど）および国際機関などへの対応
・ ICCAの重点課題（化学品政策と健康（LRI、GPSなど））に関連する国際連携と国
  内対応の推進

・環境・安全・保安防災、物流安全に関する国内外の動向把握と化学業界の適切な
  要望、意見の反映および自主活動の積極的推進の支援
・保安防災、労働安全衛生活動の活性化推進およびこれらの強化に関わる表彰制度、
  各種ガイドライン・指針の発行と活用推進

企画運営部会

（総務部）

（総務部）

（総務部）

（広報部）

（国際業務部）

（産業部）

（労働部）

（技術部）

（化学品管理部）

（環境安全部）

経済・税制委員会

労働委員会

技術委員会

環境安全委員会

化学品管理委員会

危険品貨物情報室

化学製品ＰＬ相談センター

関連組織

総務部

国際業務部

産業部

労働部

技術部

環境安全部

化学品管理部

レスポンシブル・ケア推進部

REACHタスクフォース

危険品貨物情報室

化学製品PL相談センター

専務理事 常務理事

　日化協事務局組織図

「夢・化学 ‒ 21」委員会

CW／産業検証連絡会

酢酸連絡会

メタノール・ホルマリン連絡会

化学人材育成プログラム協議会

・国内およびアジア・太平洋地域におけるレスポンシブル・ケア活動の普及と促進
・ICCAの重点課題（レスポンシブル・ケア）に関連する国際連携と国内対応の推進

（レスポンシブル・ケア推進部）

レスポンシブル・ケア委員会

広報部

　日化協の組織は総会、理事会、監事、総合運営委員会、審議委員会および各業務委員会、そして事

務局で構成されています。総会は正会員で構成される最高議決機関で、事業計画ならびに収支予算お

よび収支決算を決める他、当協会の運営に関する重要事項を決定します。理事会は各正会員会社を代

表する理事、業務執行理事によって構成され、当協会の事業遂行および業務執行に必要な事項の議決

を行います。
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・人事・労務の次代を担う優秀リーダー育成施策の企画・実施

・化学品管理に関わる国内外の法規制（化審法、REACHなど）および国際機関などへの対応
・ ICCAの重点課題（化学品政策と健康（LRI、GPSなど））に関連する国際連携と国
  内対応の推進

・環境・安全・保安防災、物流安全に関する国内外の動向把握と化学業界の適切な
  要望、意見の反映および自主活動の積極的推進の支援
・保安防災、労働安全衛生活動の活性化推進およびこれらの強化に関わる表彰制度、
  各種ガイドライン・指針の発行と活用推進
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経済・税制委員会

労働委員会

技術委員会

環境安全委員会
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　日化協事務局組織図

「夢・化学 ‒ 21」委員会

CW／産業検証連絡会

酢酸連絡会

メタノール・ホルマリン連絡会

化学人材育成プログラム協議会

・国内およびアジア・太平洋地域におけるレスポンシブル・ケア活動の普及と促進
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TEL	03-3297-2550（総務部）　FAX	03-3297-2610

ＵＲＬ		http://www.nikkakyo.org/

■総務部
　TEL 03-3297-2550
　FAX 03-3297-2610

■広報部
　TEL 03-3297-2555
　FAX 03-3297-2615

■国際業務部
　TEL 03-3297-2576
　FAX 03-3297-2615

■産業部
　TEL 03-3297-2559
　FAX 03-3297-2615

■労働部
　TEL 03-3297-2563
　FAX 03-3297-2615

■技術部
　TEL 03-3297-2578
　FAX 03-3297-2615

■環境安全部
　TEL 03-3297-2568
　FAX 03-3297-2606

■化学品管理部
　TEL 03-3297-2567
　FAX 03-3297-2606

■ LRI・リスクアセスメント
　TEL 03-3297-2575
　FAX 03-3297-2606

■ＲＥＡＣＨタスクフォース
　TEL 03-3297-2567
　FAX 03-3297-2606

■レスポンシブル・ケア推進部
　TEL 03-3297-2583
　FAX 03-3297-2615

■化学製品ＰＬ相談センター
　TEL 03-3297-2602
　FAX 03-3297-2604

■「夢・化学 – 21」委員会 事務局
　TEL 03-3297-2555
　FAX 03-3297-2615

アクセス情報
◆住　所

　〒１０４-００３３ 東京都中央区新川一丁目４番１号

　　　　　　　 住友不動産六甲ビル７階

◆交　通

茅場町駅 - 東京メトロ日比谷線・東西線

３番出口より出た場合

進行方向に歩き新川一丁目交差点を右折。徒歩約３分。

１番出口より出た場合

進行方向に歩きファミリーマートのある交差点を左折。

その先、霊岸島交差点を左折。徒歩約３分。

八丁堀駅 -ＪＲ京葉線

Ｂ１番出口より出た場合

進行方向に歩き八丁堀交差点を右折。

亀島橋を渡って、次の亀島橋交差点を左折。

霊岸島交差点を越えた左側。徒歩約８分。

レスポンシブル・ケア
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